
























































































































































































































































































































●2024年 6月 17日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 

 

（オンライン版）

（要旨） 

日本財団の支援の下、５月 27日から６月 13日にかけ、日本から技師をパラオに派遣し、小型パトロール艇 EUATEL の定

期整備を実施した。また、本整備に併せ、技師が DMSFWP のスタッフに対し、整備指導も行った。この定期整備は、小型パトロ

ール艇EUATELの運航維持に不可欠であり、パラオの海域の監視体制維持につながる非常に重要なものであり、併せて、実施さ

れる整備指導は、エンジンの構造等を幅広く学べる内容であり、更なる技能の向上が期待される。日本財団は、巡視船 KEDAM

と小型パトロール艇３隻の供与、また、これら船艇の燃料、整備、衛星通信、研修などの運用に係る経費を支援し、パラオの海の

安全に寄与している。 
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●2024年 6月 17日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 

 

（オンライン版）

（要旨） 

日本財団の支援の下、５月 27日から６月 13日にかけ、日本から技師をパラオに派遣し、小型パトロール艇 EUATEL の定

期整備を実施した。また、本整備に併せ、技師が DMSFWP のスタッフに対し、整備指導も行った。この定期整備は、小型パトロ

ール艇EUATELの運航維持に不可欠であり、パラオの海域の監視体制維持につながる非常に重要なものであり、併せて、実施さ

れる整備指導は、エンジンの構造等を幅広く学べる内容であり、更なる技能の向上が期待される。日本財団は、巡視船 KEDAM

と小型パトロール艇３隻の供与、また、これら船艇の燃料、整備、衛星通信、研修などの運用に係る経費を支援し、パラオの海の

安全に寄与している。 

海上保安庁練習船こじま、パラオ寄港 
                                                          
 

●2024年 6月 19日 パラオ共和国大統領府 Facebook 

  

●2024年 6月 21日 在パラオ共和国日本国大使館 Facebook 
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●2024年 6月 26日 パラオ共和国司法省 Facebook 

 

 

 

 

 

（要旨） 

海上保安庁の練習船こじまがパラオに寄港し、こじまの船長らが 6 月 18 日に Whipps 大統領を表敬訪問した。1 週間の寄

港の間にはこじまの一般公開が行われ、DMSFWP 職員も同船訓練生による説明を受けながら船内を見学した。また同日に

Temdik DMSFWP 部長の表敬訪問も行われ、パラオ周辺海域についての海上安全について意見交換やこじまの船長らによる

DMSFWP庁舎内 JOC、日本財団供与の KEDAM、豪供与の President H. I. Remeliik ll の見学が行われた。 
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●2024年 6月 26日 パラオ共和国司法省 Facebook 

 

 

 

 

 

（要旨） 

海上保安庁の練習船こじまがパラオに寄港し、こじまの船長らが 6 月 18 日に Whipps 大統領を表敬訪問した。1 週間の寄

港の間にはこじまの一般公開が行われ、DMSFWP 職員も同船訓練生による説明を受けながら船内を見学した。また同日に

Temdik DMSFWP 部長の表敬訪問も行われ、パラオ周辺海域についての海上安全について意見交換やこじまの船長らによる

DMSFWP庁舎内 JOC、日本財団供与の KEDAM、豪供与の President H. I. Remeliik ll の見学が行われた。 

KEDAM・海上保安庁巡視船つがる合同訓練 
                                                          
 

●2024年 7月 1日 海上保安庁 X 

  

日本語版                             英語版 

●2024年 7月 2日 パラオ共和国司法省 Facebook 
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「パラオ海上警察巡視船 KEDAM及び海上保安庁巡視船つがる等により、アンガウル島西方沖で合同訓練を実施」 
（要旨） 
2024年 7月 1日、パラオ共和国アンガウル島の西海域で、日本財団から供与された DMSFWP の巡視船 KEDAM と海上保

安庁の巡視船つがる及び搭載ヘリコプターを使用した合同訓練が実施された。両機関は、海上での救助活動に関する手順等を

確認し、必要な技術や知識を共有した。DMSFWP は、海上保安庁との訓練や交流を今後も継続し、海上保安庁との「特別」

な関係を強化するとともに、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」の実現に向け、海上保安庁と連携・協力を今後も強化し

ていきたい。 
 
 

●2024年 7月 2日 在パラオ共和国日本国大使館ホームページ 

 

152 153



「パラオ海上警察巡視船 KEDAM及び海上保安庁巡視船つがる等により、アンガウル島西方沖で合同訓練を実施」 
（要旨） 
2024年 7月 1日、パラオ共和国アンガウル島の西海域で、日本財団から供与された DMSFWP の巡視船 KEDAM と海上保

安庁の巡視船つがる及び搭載ヘリコプターを使用した合同訓練が実施された。両機関は、海上での救助活動に関する手順等を

確認し、必要な技術や知識を共有した。DMSFWP は、海上保安庁との訓練や交流を今後も継続し、海上保安庁との「特別」

な関係を強化するとともに、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」の実現に向け、海上保安庁と連携・協力を今後も強化し

ていきたい。 
 
 

●2024年 7月 2日 在パラオ共和国日本国大使館ホームページ 

 

●2024年 7月 4日 TIABELAU（パラオ現地新聞） 

 
 

●2024年 7月 5日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 

    

  

 
 
「日本の海上保安庁とパラオの海上警察がパラオ沖で合同訓練を実施」 
（要旨） 

7月 1日、海上保安庁巡視船つがるは、パラオ共和国巡視船 KEDAM とパラオ西岸沖で合同訓練を実施した。この合同訓
練は、先月の海上保安庁練習船こじまのパラオ寄港に続くものであり、これは、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」を実現
するという海上保安庁の継続的な取組みの証左である。また、この合同訓練は、海上保安庁と DMSFWP の即応性を確保し、
関係をさらに強化するための取組みの一環でもある。日本政府は、2024年 7月 16日から 18日まで PALM10 を主催し、太
平洋諸島首脳らが岸田首相と会談し、気候変動や平和と安全、2050年戦略など将来のビジョンについて話し合う予定である。
この機会に、海上保安庁はパラオや志を同じくするパートナーとの協力をさらに加速させ、FOIP の実現に向けた取組を推進させ
る。 
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パラオ共和国海上警察職員、KEDAM の主機関研修受講 
                                                          
 

●2024年 7月 26日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 

 
 

 
                          （オンライン版） 

「DMSFWP職員が 3週間の船舶主機関整備研修を受講」 

（要旨） 

日本財団支援の下、7月 8日から 7月 26日にかけ、3名のDMSFWP職員が主機関メーカーであるシンガポールのロールス・

ロイス・ソリューションズ・アジアにて整備研修を受講。本研修は巡視船 PSS KEDAM 搭載の主機関の整備研修であり、エンジン

の構造等を座学で学び、さらに実機を使用してエンジンの分解と組立までを行う非常に専門性の高いものとなっている。KEDAM

は 2017年に日本財団から供与され、それ以来 380海里離れたヘレン環礁を含む離島のしょう戒や人道支援等、多岐にわたり

活動している。同財団は KEDAM のほか小型パトロール艇 3 隻も供与しており、これらの船艇の燃料、整備、衛星通信、研修

等、運用にかかる経費を支援し継続的にパラオの海の安全に貢献している。 

本研修を修了した Kamrul Zaman 巡査部長（エンジニア）は、「この研修への参加は私にとって大きな転機となった。包括

的に学ぶことでエンジンの仕組みについて深い知識を得ることができた。特に理論的な知識を実践的なシナリオに当てはめることがで

きる実技や実例を教われるところがよい。エンジンの整備・トラブルシューティングのスキルを高めたい人、船舶ディーゼルエンジニアリン

グのプロ意識を高めたい人にこの研修を強く勧めたい。」と語った。 
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パラオ共和国海上警察職員、KEDAM の主機関研修受講 
                                                          
 

●2024年 7月 26日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 

 
 

 
                          （オンライン版） 

「DMSFWP職員が 3週間の船舶主機関整備研修を受講」 

（要旨） 

日本財団支援の下、7月 8日から 7月 26日にかけ、3名のDMSFWP職員が主機関メーカーであるシンガポールのロールス・

ロイス・ソリューションズ・アジアにて整備研修を受講。本研修は巡視船 PSS KEDAM 搭載の主機関の整備研修であり、エンジン

の構造等を座学で学び、さらに実機を使用してエンジンの分解と組立までを行う非常に専門性の高いものとなっている。KEDAM

は 2017年に日本財団から供与され、それ以来 380海里離れたヘレン環礁を含む離島のしょう戒や人道支援等、多岐にわたり

活動している。同財団は KEDAM のほか小型パトロール艇 3 隻も供与しており、これらの船艇の燃料、整備、衛星通信、研修

等、運用にかかる経費を支援し継続的にパラオの海の安全に貢献している。 

本研修を修了した Kamrul Zaman 巡査部長（エンジニア）は、「この研修への参加は私にとって大きな転機となった。包括

的に学ぶことでエンジンの仕組みについて深い知識を得ることができた。特に理論的な知識を実践的なシナリオに当てはめることがで

きる実技や実例を教われるところがよい。エンジンの整備・トラブルシューティングのスキルを高めたい人、船舶ディーゼルエンジニアリン

グのプロ意識を高めたい人にこの研修を強く勧めたい。」と語った。 
       

                   

●2024年 7月 26日 パラオ共和国司法省 Facebook 
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●2024年 7月 29日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 
（オンライン版） 
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●2024年 7月 29日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

※紙面及びオンライン版に掲載 
 

 
（オンライン版） 

KEDAM・海上自衛隊護衛艦ありあけ親善訓練 
                                                          
 
●2024年 8月 23日 在パラオ共和国日本大使館 Facebook  
 

 
 
「PSS KEDAM と海上自衛隊護衛艦ありあけとの親善訓練」 
（要旨） 
 8月 20日、海上自衛隊護衛艦ありあけは、パラオ海上警察 KEDAM と親善訓練を実施した。この訓練の目的は、立入検査
技能をパラオ海上警察に共有することであった。パラオ周辺海域は、IUU 漁業の増加や領土境界と主権を損なう人々の試みによ
り危機に瀕している。また、麻薬関連犯罪もパラオと世界中で今や憂慮すべき状況にある。この脅威は空路からだけではなく、海上
からもたらされている。 
パラオの人々の安全と安心を確保するためには、私たちは警戒を怠らず、この差し迫った問題にもっとうまく対処する必要がある。海
上自衛隊や海上保安庁を含む日本政府は、パラオと共に「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けてこの地域での存在感を
示し続けていきたいと考えている。 
パラオ海上警察の揺るぎない協力に感謝！ 
 
 

●2024年 8月 21日 海上自衛隊 自衛艦隊 X 
 

 
 

 

156 157

Ⅳ 

参
考
資
料



●2024年 8月 23日 在パラオ共和国日本国大使館 X 
 

 
 

 

●2024年 8月 26日 パラオ共和国司法省 Facebook 

 
 

「海上自衛隊護衛艦ありあけのパラオへの寄港ありがとう」 

（要旨） 
2024年8月18日から20日にかけて、海上自衛隊護衛艦ありあけがパラオに寄港した。8月19日、パラオ海上警察チーフであ

るTemdik Ngirblekuuは、海上自衛隊護衛艦隊司令官・伍賀祥裕海将、ありあけ艦長・馬詰晃尚2等海佐の表敬を受け、
パラオ周辺海域の安全保障に関する意見交換を実施した。また、表敬に併せ、両氏は、DMSFWPの統合運用支援センター、
日本財団が供与した巡視船PSS KEDAMを視察した。その後、Temdikチーフ他DMSFWP職員は、パラオ政府高官とともに、
護衛艦ありあけで開催された日パ国交30周年祝賀会に参加し、日パ双方の交流を一層深めた。 

8月20日、パラオ沖において、巡視船KEDAM及び海上自衛隊護衛艦ありあけとの親善訓練を実施した。本訓練は、
DMSFWP及び海上自衛隊との相互理解を深めることのみならず、護衛艦ありあけ立入検査班による不審船舶を想定した立入
検査の展示訓練を通じて、DMSFWPの法執行能力の更なる向上にも役立つものであった。 

158 159



今後とも、海上自衛隊の護衛艦がパラオに寄港することを楽しみにするとともに、双方による交流及び訓練を通じて、DMSFWP
及び海上自衛隊の絆を深めるとともに、パラオと日本の絆を深めていきたい。そして、我々の日本のパートナーである、在パラオ日本
国大使館、海上自衛隊、海上保安庁と引き続き協力、連携して、パラオ周辺の海域の安全を守っていき、自由で開かれたインド
・太平洋の実現に貢献する所存である。 
最期に、海上自衛隊護衛艦ありあけの今後の安全な航海を、我々一同は祈願している。 

 

●2024年 8月 26日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

 
 
 

●2024年 8月 26日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 

 
 
 

●2024年 8月 23日 在パラオ共和国日本国大使館 X 
 

 
 

 

●2024年 8月 26日 パラオ共和国司法省 Facebook 

 
 

「海上自衛隊護衛艦ありあけのパラオへの寄港ありがとう」 

（要旨） 
2024年8月18日から20日にかけて、海上自衛隊護衛艦ありあけがパラオに寄港した。8月19日、パラオ海上警察チーフであ

るTemdik Ngirblekuuは、海上自衛隊護衛艦隊司令官・伍賀祥裕海将、ありあけ艦長・馬詰晃尚2等海佐の表敬を受け、
パラオ周辺海域の安全保障に関する意見交換を実施した。また、表敬に併せ、両氏は、DMSFWPの統合運用支援センター、
日本財団が供与した巡視船PSS KEDAMを視察した。その後、Temdikチーフ他DMSFWP職員は、パラオ政府高官とともに、
護衛艦ありあけで開催された日パ国交30周年祝賀会に参加し、日パ双方の交流を一層深めた。 

8月20日、パラオ沖において、巡視船KEDAM及び海上自衛隊護衛艦ありあけとの親善訓練を実施した。本訓練は、
DMSFWP及び海上自衛隊との相互理解を深めることのみならず、護衛艦ありあけ立入検査班による不審船舶を想定した立入
検査の展示訓練を通じて、DMSFWPの法執行能力の更なる向上にも役立つものであった。 
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「海上自衛隊ありあけは海上安全保障強化のため、PSS KEDAM と親善訓練を実施」 
（要旨） 

8月20日、パラオ沖合において、海上自衛隊護衛艦ありあけは、PSS KEDAMと重要な親善訓練を実施した。この訓練の主
要な目的は、立入検査能力の強化及び海上自衛隊とパラオ海上警察との協力関係の強化であった。 
今般の親善訓練は、パラオ周辺海域が IUU 漁業による脅威の増加に直面している重要な時期に実施される。さらに、この地

域では麻薬関連犯罪の脅威が増大しており、こうした違法行為は空路と海上の両方で行われている。領土の境界と主権に関す
る懸念の高まりは、警戒の強化とセキュリティ対策の改善の必要性を強調している。 
この訓練は、日本とパラオ両国が海洋安全保障を維持し、地域の海域を守るという決意であり、また、海上自衛隊や海上保安

庁を含む日本政府が、これらの緊急課題に取組む地域のパートナーを支援することに尽力していることを強調するものであった。こ
れらの関係機関（パラオ海上警察、海上自衛隊、海上保安庁）の継続的な存在と協力は、日本とパラオの両国が共有するビ
ジョンである「自由で開かれたインド太平洋」を推進する上で極めて重要である。 
この親善訓練は、作戦能力の向上のみならず、パラオ周辺海域の安全と平和を確保する上で日本とパラオの強固なパートナー

シップを強化するものとなった。 
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海上保安庁川越参事官による在パラオ共和国日本国大使館訪問（海上保安アドバイザー同席） 
                                                          
 

●2024年 9月 5日 在パラオ共和国日本国大使館ホームページ 
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海上保安庁モバイルコーポレーションチームによる訓練（パラオ共和国） 
                                                          

●2024年 11月 19日 在パラオ共和国日本国大使館 Facebook 

 

 
「海上保安庁がパラオ海上警察職員に対し、研修ワークショップを実施」 

（要旨） 

 2024年 11月 18日、海上保安庁 MCT は、パラオ海上警察職員を対象に、国連海洋法条約（UNCLOS）の紹介に重

点を置いた研修を実施した。MCT の三浦氏は、職員の国際海洋法の理解を深め、これらの原則を効果的に適用する能力を高

めることを目的とした講義を実施した。その後、MCT は小野俊輔臨時代理大使を訪問し、この地域の海洋安全保障について意

見交換を行った。日本財団と笹川平和財団の支援によるこの MCT イニシアチブは、海洋安全保障の強化と海洋資源の持続可

能な管理の促進における日本とパラオの継続的な協力を反映している。 

 

●2024年 11月 19日 在パラオ共和国日本国大使館 X 
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●2024年 11月 22日、12月 3日 海上保安庁 X 

   
 

●2024年 12月 2日 パラオ共和国司法省 Facebook 
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●2024年 11月 28日 TIA BELAU（パラオ現地新聞） 

 

 

●2024年 11月 29日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 
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「日本の海上保安庁がパラオの海上保安能力向上のための研修を実施」 

（要旨） 

2024年 11月18日から11月27日までの間、海上保安庁MCTは、日本財団及び笹川平和財団支援の下、DMSFWP

の巡視船 PSS KEDAM 乗組員などの職員に対し、能力向上支援を目的として、国連海洋法条約に関する演習、外国漁船を

想定とした立入検査の訓練、火災船舶を想定とした巡視船による消火訓練及び複数人の海面漂流者を想定とした救急・救助

技術の訓練を実施した。 

本訓練の実施に先駆け、笹川平和財団塩澤氏主導による DMSFWP職員とパラオ周辺海域の海上安全保障に関する意見

交換を実施するとともに、笹川平和財団の塩澤氏から DMSFWP の Chief Temdik に対し、海面漂流者を効率的に救助する

救難資機材の贈呈を行った。本訓練を通じて、DMSFWP は、海上法執行にかかる一連の活動や手続き、海難救助にかかる一

連の活動を確認し、必要な技能の向上を図ることができた。 

さらに、パラオ及び日本の海上保安機関双方の海上法執行及び海難救助にかかる必要な技術・知見の共有を通じて、

DMSFWP と海上保安庁との更なる相互理解を深めることができた。 

DMSFWP は、引き続き海上保安庁との訓練及び交流を期待しており、今後何年にも渡る訓練・研修などの交流を通じて

DMSFWP と海上保安庁のトクベツな関係を強化し、DMSFWP 及び海上保安庁との絆を深めるとともに、パラオと日本の絆を深

めたい。 

引き続き、DMSFWPは、パラオ周辺の海域の安全を守るとともに、法の支配に基づく「自由で開かれたインド太平洋Free and 

Open Indo-Pacific Ocean : FOIP）」の実現に向けて、海上保安庁との連携・協力を強化していきたい。 
パラオ DMSFWP へは日本財団が 2012 年に支援を開始しており、庁舎、岸壁、巡視船艇 6 隻の供与、巡視船艇運航のため
の燃料・衛星通信・メンテナンス費、海上保安アドバイザー派遣や笹川平和財団が研修・給与の支援を行っている。 
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海上保安アドバイザー交代 
                                                          
 

●2025年 3月 27日 パラオ共和国大統領府 Facebook 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要旨） 

3月 24日、Whipps大統領は、海上保安アドバイザーの

細田彰則氏の表敬訪問を受けた。細田アドバイザーからは後

任となる伊藤大輝アドバイザーの紹介があった。海上保安に

おける継続的な協力について有意義な意見が交わされ、大

統領からは細田アドバイザーのこれまでの献身的な協力に感

謝するとともに、伊藤新アドバイザーの着任を歓迎した。今後

もパラオとアドバイザーの強固なパートナーシップに期待してい

る。

●2025年 3月 26日 在パラオ共和国日本国大使館 Facebook 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要旨） 

3月24日、折笠大使は日本海難防止協会から派遣され

ている海上保安アドバイザーの細田彰則氏と伊藤大輝氏と

面会した。細田アドバイザーはパラオでの任期を終え、後任の

伊藤アドバイザーに引き継ぐ。細田アドバイザーは日本財団

支援のもと、2023年 3月からパラオ海上警察の海上保安ア

ドバイザーとして従事していた。面会では、パラオ周辺での海

洋安全保障の現状についても意見交換がなされた。 
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●2025年 3月 26日 パラオ共和国海上警察 Facebook 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要旨） 

細田アドバイザーによるこれまでのDMSFWPへの協力に感謝。

※細田アドバイザーへは、司法長官、公安局長、海上警察

チーフの署名が入った感謝状が贈られた。 
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昨今のパラオ共和国周辺海域の状況（現地新聞による報道） 
                                                          

●2024年 10月 29日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 
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（要旨） 

 最近、USCGの C-130 航空機によるパラオ海域のしょう戒で、パラオEEZに 100基を超える違法な FAD（集魚装置） が

発見され、これに対応するため、パラオ海上警察は、米国沿岸警備隊の支援を受けて、10 月 7 日から 11 日まで、発見され

た一部の FAD に対応する業務を実施し、その結果、25基の FAD を処理した。また、FAD に設置された追跡装置を押収し、米

国政府等にて、分析等が実施される見込み。 

 また、共同記者会見で、スランゲル・ウィップス・ジュニア大統領と USCG の当局者は、パラオ EEZ を IUU漁業から守るうえで直

面している課題の詳細を説明し、パラオの資源を保護するための協力的な取り組みを発表するとともに、昨今、パラオ EEZ におい

て中国の無許可調査船の侵入や違法な集魚装置（FAD）を設置した漁業等といった高まる脅威を強調した。 

 USCG担当者によると、今年だけで、USCGはパラオのEEZの監視を強化するため、5回の高速対応カッターによるしょう戒を実

施した旨を説明した。 

また、記者会見では、来年の7月か8月に再開予定の期間限定の取り組みである「シードラゴン作戦」の再開の言及があった。

「シードラゴン作戦」はパラオのEEZの広範囲にわたる空中および海上監視を提供し、将来的には先進的で耐久性の高い無人航

空機（UAV）の使用への移行を目指している。 
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●2024年 10月 29日 ISLAND TIMES（パラオ現地新聞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（要約） 

パラオ国家安全保障調整官事務所（NSC）は、中国の調査船（船名：Song Hang、上海海洋大学所属）が 8月下旬に

許可なくパラオの排他的経済水域（EEZ）に侵入したと報告した。中国の調査船が許可なくパラオの海域に侵入するのはこれで

4年連続となる。当該船舶は、北太平洋漁業委員会と中西部太平洋漁業委員会に登録されおり、9月 15日、東フィリピン、南

日本、パラオの EEZ付近の国際水域を徘徊しながら、100海里南下のうえ、パラオの海域に入域し、その後、9月 17日に進路

を反転し、パラオのEEZ上を北上し、9月 20日に上海に向け、航行を開始した。NSCは、さらに、同船の航行パターンが一般的

な漁業活動とは一致せず、むしろ深海調査に沿った活動だったことを示唆している旨を強調した。 
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